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は ENSO の様々な特徴の中から multi-year 





 海面水温データとして HadISST1 (Rayner 
et al. 2003), 海面気圧・海上風・降水量デー
タとして  NOAA 20th Century Reanalysis 
version 2 (20CRv2, Compo et al. 2011) を使用
した。また, 20CRv2 による降水量データの
信 頼 性 検 証 の た め に , International 
Comprehensive Ocean-Atmosphere Data Set 
(ICOADS) release 3.0 (Freeman et al. 2017) の
雲量データと, 陸上現場観測による降水量デ
ータ (Hulme et al. 1998) を使用した。データ
解析期間は 1900 – 2012 年である。 
 さらに, モデル実験として Kosaka and Xie 
(2016) に よ る  Pacific Ocean-Global 
Atmosphere (POGA) ペースメーカー実験を
解析した。この POGA 実験は大気海洋結合








 本研究では, 月平均の ENSO インデックス
を赤道太平洋域 (120˚E-90˚W, 5˚S-5˚N) の海
面水温, 海面気圧, 海上風の東西成分偏差に
対する結合 EOF の第 1 モードで定義した。
この ENSO インデックスにより, multi-year 
ENSO イベントと single-year ENSO イベント
に分類し,合成図解析を行った。詳しくは 
Tokinaga et al. (2019) を参照されたい。 
 
3. 結果 






year ENSO 時の Niño-3 海域 (150˚-90˚W) にお
ける海面水温偏差は冬季に 2 年連続で同符
号の極大を持つのに対し, single-year ENSO 
時は 1 年目と 2 年目で逆符号の極大を示し
ている。いずれの合成図も春季から夏季に
かけては Niño-3 海域の海面水温偏差が弱ま




徴は single-year ENSO 時には見られない。
赤道太平洋域における海面水温偏差の東西
勾配は大気におけるウォーカー循環と強く
図 1. 赤道域で平均した (a) Multi-year ENSO 時および (b) single-year ENSO 時における海面水温偏差
の時間-経度断面合成図。緑色と茶色の等値線はそれぞれ東向きと西向きの東西勾配を示す。ハッ
チ部分は 95% 信頼限界で有意な東西勾配偏差を示す。 
図 2. ENSO 最盛期後の 3-5月平均した降水量 (カラー; mm/day), 海面気圧 (等値線; 0.12 hPa 間隔), 海



























図 3. ENSO 最盛期後の 6-8月平均した海面水温偏差 (˚C) の合成図。(a) Multi-year ENSO 時, (b) single-
year ENSO時。ハッチ部分は 95%信頼限界で有意な領域を示す。 














3)。図 2 および図 3 で見られる multi-year 




る (図 4)。 
 次に multi-year ENSO 時に持続する海面水
温偏差の東西勾配の役割について調べるた
めに, 3-5 月平均した熱帯西部太平洋の海面
水温偏差に対して EOF 解析を行った (図 5)。
EOF 第 1 モードの時係数に線形回帰した海
面水温偏差パターンは, 赤道上の 160˚E 辺り
で東西勾配が強まっていることが特徴的で
あり, multi-year ENSO 時の合成図の特徴と




の EOF第 1 モードが multi-year ENSO に伴
う春季の海面水温偏差分布を捉えていると
考えられる。 
 また, EOF第 1モードの 3年移動平均した
時係数は 6-8 月平均の大西洋ニーニョイン
デックスと有意な相関を示すことが分かっ
た (r = 0.57) (図 6)。さらに, 赤道太平洋中央
部で領域平均した春季の降水量偏差も大西
洋ニーニョインデックスと有意な相関を示
している (r = -0.53)。EOF第 1モードの時係
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図 5. (a) 3-5月平均の海面水温偏差の EOF第 1
モードの時係数に対する線形回帰係数 (カラ







図 6. 3年移動平均した(a) EOF第 1モードの時
係数 (赤実線), および (b) 赤道太平洋中央部で
領域平均した 3-5月平均の降水量偏差 (赤実線; 
符号は反転させている)。黒実線はいずれも 6-
8 月平均した大西洋ニーニョインデックスを
示す。 
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